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学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動元
助教
以上

うち
教授

国際社会学科 15 8

国際文化学科 14 9

新規採用 3

計 32 17

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動先
助教
以上

うち
教授

国際学科 15 6

退職 2 2

計 17 8

国際学科 14 7

退職 2 2

計 16 9

学士
（国際学）

国際学部
Faculty of

International
Studies

設 置 者

フ リ ガ ナ

大 学 の 名 称

既設学部等において養成する人
材 像

新
設
学
部
等
の
概
要

国際学科
Department of
International
Studies

新 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

既 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

開設時期

 国際社会学科　　　 　　 （△45）
　（３年次編入学定員）  （△５） 国際学科　　　　（90）

 国際文化学科　　　　　　（△45） 　（３年次編入学定員）  （10）
　（３年次編入学定員）  （△５）

※新学科への３年次編入学定員の受入れは、平成３１年４月開始。

既
設
学
部
等
の
概
要

(

現
在
の
状
況

)

既設学部等の名称

国際文化学科
Department of
International
Cultural Studies
（廃止）

【備考欄】

専　任　教　員

４

授与する学位等

平成6年10月

【国際学部　国際学科】
・中学校教諭一種免許状（英語）
・高等学校教諭一種免許状（英語）

45

○国際学科
（１）世界の様々な地域の国際的分野で活躍するために、多文化共生に関する専門的な知識・技術に加えてチャレンジ

精神や行動力等を兼ね備えた、「グローバルな実践力」を持った人材を育成する。
（２） 「グローバルな実践力」として身に付けることが必要な能力は、世界の様々な地域で見られる多文化共生に関する

専門知識と共に、豊かなコミュニケーション能力や行動力・協調性などである。具体的には、次の①～④の能力として
纏めることができる。

① グローバル化する地域の現状と課題を「多文化共生」の視点から読み解く力
② 問題構造を踏まえて社会を構想していく力（価値選択・目標設定能力）
③ 他者との対話を通して自らの考えを伝え、協働し、交渉する力（コミュニケーション・複数言語運用能力）
④ 「多文化共生」の課題に職業・活動を通して貢献する意欲、知識と行動力

（３） 「グローバルな実践力」を持って、グローバル展開する製造業や国際協力などの国際的分野で活躍する人材育成
の機能を強化する。

入学
定員

編入学
定　員

　国際社会学科では、グローバル化に伴う社会的諸問題を分析し、問題解決に貢献できる人材の養成を目標として、
 グローバルな社会的諸問題についての社会科学的知見と分析能力の習得を目指す。
　　国際文化学科では、グローバル化に伴う文化的諸問題を分析し、問題解決に貢献できる人材の養成を目標として、

 グローバルな文化的諸問題についての人文科学的知見と分析能力の習得を目指す。

修業
年限

10 380
法学関係
文学関係

記 入 欄

学部の学科の設置

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ｳﾂﾉﾐﾔﾀﾞｲｶﾞｸ
国立大学法人　宇都宮大学

国際社会学科
Department of
International
Social Studies
（廃止）

新 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

編入学
定　員

フ リ ガ ナ

新設学部等の名称

専　任　教　員

学士
（国際学）

修業
年限

入学
定員

【国際学部　国際社会学科】
・中学校教諭一種免許状（社会）、高等学校教諭一種免許状（地理歴史、公民）
【国際学部　国際文化学科】
・中学校教諭一種免許状（英語）、高等学校教諭一種免許状（英語）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

設　置　計　画　の　概　要

事 項

計 画 の 区 分

事前伺い事 前 相 談 事 項

収容
定員

法学関係

45４

ｳﾂﾉﾐﾔﾀﾞｲｶﾞｸ
宇都宮大学  (Utsunomiya University )

90４

開設時期

授与する学位等

国際学部
Faculty of

International
Studies

5 平成6年10月

平成29年４月
第１年次

平成３１年４月
第３年次

文学関係学士
（国際学）

2055

205

収容
定員

宇都宮大学－2



宇都宮大学－3



必

修
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講
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講

師

助

教

助

手

1前 2 ○ 3 4 演習

－ 2 0 0 3 4 0 0 0

1前 2 ○ 兼5

1前 1 ○ 兼5

1後 2 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼5

2前後 1 ○ 1 1 1 兼1

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 1 2 兼1

2前 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 1 兼3

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 1 1 講義

1後 1 ○ 兼1 講義

－ 11 37 0 4 4 1 0 0 兼26

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 18 0 1 0 0 0 0 兼7

初
期

導
入

科
目

人
文
科
学
系
科
目

－

Study Abroad Ｄ

東アジアの宗教と文化

仏教における人間形成論

小計（9科目）

Honors Camp Ｂ

Honors Camp Ｃ

Honors Camp Ｄ

Study Abroad Ａ

Study Abroad Ｃ

Study Abroad Ｂ

東洋思想

スポーツと健康

情報処理基礎

とちぎ終章学総論

小計（38科目）

哲学入門

現代思想

論理学

西洋思想

（別添2-2）

－

Integrated English ⅠＡ

Integrated English ⅠＢ

Integrated English ⅡＡ

Advanced English Ⅰ(Cinema English)

Honors English Ｂ

Advanced English Ⅰ(Presentation)

基
盤
教
育
科
目

Advanced English Ⅰ(Discussion＆Debate)

Honors English Ｅ

Honors English Ｆ

Honors English Ｇ

Honors English Ｈ

Integrated English ⅡＢ

Advanced English Ⅰ(Intensive Reading)

Advanced English Ⅰ(Pleasure Reading)

Advanced English Ⅰ(Academic Writing)

Advanced English Ⅰ(Essay writing)

Advanced English Ⅰ(Public Speaking)

哲
学
領
域

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

Advanced English Ⅰ(Speech Clinic)

－

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Honors Camp Ａ

Honors English Ｃ

Honors English Ｄ

小計（１科目）

Advanced English Ⅰ(Media English)

Advanced English Ⅰ(Vocabulary Building)

Advanced English Ⅰ(Communicative Grammar)

Advanced English Ⅰ(TOEIC)

Advanced English Ⅰ(TOEFL)

新入生セミナー

Advanced English Ⅰ(EAP)

Honors English Ａ

科学思想史

西洋の倫理思想

宇都宮大学－4
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教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 22 0 1 0 0 0 0 兼9

1･2前後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 28 0 1 0 0 0 0 兼12

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同

－ 0 22 0 0 0 2 0 0 兼8

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 34 0 1 1 0 0 0 兼14

1･2前後 2 ○ 兼3

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1 演習

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 0 0 1 0 0 兼4

芸
術
領
域

人
文
総
合
領
域

法
学
領
域

文
学
領
域

心
理
学
領
域

ボディ・ランゲージ

生活美学

－

ものと文化と社会

映像分析の実践

－小計（5科目）

－

－

多言語コミュニケーション学Ａ

米文学入門

小計（14科目）

－

心理学

日本国憲法

法学入門

国際化と人権

知的財産権概論

世界のなかの日本文化

声のトレーニング

小計（17科目）

Japanese Communication Arts

ことばから見た人間

ヨーロッパ地域文化論

現代美学

国文学Ｂ

学校臨床心理学

日本近代文学講読

中国文学

日本の小説

認知心理学入門

発達と学習の心理学

行動心理学入門

管打合奏演習

日本文化Ａ

日本文化Ｂ

美術表現基礎

近現代美術論

パーソナリティ心理学概論

障害者心理学

韓国文学

ドイツ文学

比較文学

ロシア文学

芸術学

音楽通論

声楽の魅力

日本文学（古典）

国文学Ａ

日本の古典

フランス文学

教育の裏側に光を当てる

実験心理学入門

小計（11科目）

多言語コミュニケーション学Ｂ

日本語の表記

日本語を文法的に考える

社会言語学概論－日本語の変遷－

生涯学習概論

成人教育と参加型学習

論理表現の技術

法学概論

英文学入門

子どもの言語とコミュニケーション入門

心理学と人権

言語習得論

小計（11科目）

芸術と自然

人
文
科
学
系
科
目

社
会
科
学
系
科
目

基
盤
教
育
科
目

宇都宮大学－5
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教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 2 1 0 0 兼3

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 1 0 0 0 0 兼7

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

－ 0 16 0 2 1 1 0 0 兼3

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼3

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼3

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2通 2 ○ 兼2

1･2後 2 ○ 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

－ 0 56 0 2 2 0 0 0 兼33

政
治
学
領
域

社
会
学
領
域

経
済
学
領
域

社会学入門

応用社会学

世界の農業

アフリカ学入門

著作権法入門

教科書に見る歴史と社会

人と自然の共生を考える

科学・技術・教育・社会を考える

現代日本の政治と行政

障害者問題入門

社会開発入門

遊びの理論とゲーム開発

遊び論と遊び指導

住まいづくり・まちづくり入門

小計（4科目）

中東の社会と文化

歴史学入門

小計（7科目）

農業経営入門

文化人類学入門

歴史と民族

人文地理学入門Ⅰ

セクソロジー入門

－

－

－

－

国際政治史

戦争と平和をめぐる諸問題

現代政治の理論と実際

応用経済学入門

数理経済学入門

ゲーム理論入門

現代日本の社会

環境教育

地域環境社会学

農業と文明

中国事情

小計（28科目）

栃木県の歴史と文化

社会福祉入門

オセアニア民族誌

歴史と文化

地域の歴史

環境と国際社会

数や図形の絵本づくり

グローバル・ガバナンス論入門

政治の世界

現代日本政治論

－

災害復興学入門

グローバル化と外国人児童生徒教育

国際協力論入門

伝統染織と感性

－

人文地理学入門Ⅱ

グローバル韓国学

希望の地域社会論

地域振興と大学の役割

多文化共生論入門

小計（8科目）

マスコミ入門

資本論を読もう

資本市場の役割と証券投資

小計（8科目）

経済学Ⅰ

経済分析入門

地誌学

小計（4科目）

オイコス入門

農村空間論

基
盤
教
育
科
目

社
会
総
合
領
域

地
理
学
領
域

歴
史
学
領
域

社
会
科
学
系
科
目

宇都宮大学－6
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（別添2-2）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼5

1･2前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼9

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼8

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼8

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 1 0 0 0 0 兼7

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼3

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼7

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼2 共同・集中

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼7

物
理
学
領
域

数
学
領
域

現代数学入門

電気電子数学入門

化
学
領
域

地震の科学と防災

青年期の健康管理

健康のためなら死んでもいい！？

生活習慣と健康

バレーボールの科学

雑草と里山のフィールド演習Ⅱ

数学の世界

エレクトロニクス科学史

食料生産の生物学

物理学入門

水素とエネルギー

21世紀を支える熱帯植物

人間生活と植物

振動の科学

基礎生物学

ウイルスの世界と生物の世界

リメディアル化学

微生物の化学

ノーベル化学賞周辺の化学

小計（8科目）

教養物理

物質・材料の機器分析入門

Mathematica入門

放射線科学入門

小計（7科目）

グラフィックス入門

インターネットのしくみ

Ｗｅｂのしくみ

身のまわりのＩＣＴ

人体の中の小宇宙

地球環境と化学

環境と生物化学

不思議な化学

Mathematicaによる微積分入門

Mathematicaによるデータ解析入門

－

バイオミメティクス入門

物理工学最前線

－

生
物
学
領
域

－

情
報
科
学
領
域

－

地
学
領
域

－小計（3科目）

肥満の科学

小計（8科目）

Ｃ言語・プログラミング入門

健
康
科
学
領
域

健康管理学概論

美味しさを科学する－ミシュランガイド宇都宮をつくろう－

小計（7科目）

プログラミング応用

身近な気象学

スポーツトレーニング論

－

ワイヤレス通信のしくみ

医用画像工学入門

小計（8科目）

地球環境と生物事件史

野外における野生動物識別テクニックの基礎

人間の感覚を測る

生物の多様性とは何か

雑草と人のくらし

雑草観察入門

雑草と里山のフィールド演習Ⅰ

創造ものづくり入門

－小計（7科目）

－小計（6科目）

基
盤
教
育
科
目

自
然
科
学
系
科
目

自
然
科
学
系
科
目

自
然
総
合
領
域

宇都宮大学－7
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（別添2-2）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼2

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼2

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼9

1･2前 2 ○ 2 兼2 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼3 共同・集中・講義

1･2通 1 ○ 兼2 共同・集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中・講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

1･2前 4 ○ 兼4 共同

1･2後 2 ○ 兼1 集中

1･2後 2 ○ 兼2 共同・集中・演習

1･2後 2 ○ 兼2 共同

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前後 2 ○ 兼3 共同・講義

1･2後 1 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼1 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼1 講義

－ 1 46 0 2 1 0 0 0 兼37

1･2･3･4前 2 ○ 兼3 共同

1･2･3･4後 2 ○ 兼3 共同

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3･4後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 集中

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 兼11

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前後 3 ○ 兼1

1･2･3･4前後 4 ○ 兼1

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

初
習
外
国
語
系
科
目

地域金融機関とともに「地方創生」を考える

ボランティアという生き方

日本語アカデミック・リーディングⅠ

実践・宇都宮のまちづくり

アクティブにとらえる現代社会

人と自然をつなぐ・人と人をつなぐＢ

ものづくり体験

起業の実際と理論

宇大を学ぶ

栃木の里山に学ぶ（春夏編）

サイエンスコミュニケーション入門～理系と文系の壁を超えよう

地域メディア演習

とちぎ終章学特講

終章を支える社会資源

里山のサステイナビリティを考える

野外調査論

栃木の里山に学ぶ（秋冬編）

ワークショップで学ぶ「変わりゆく現代社会の中の私たち」

人と自然をつなぐ・人と人をつなぐＡ

食と生命のフィールド実践演習

男女共同参画社会を生きる

朝鮮語基礎Ⅱ

小計（12科目）

グローバル時代の企業経営

とちぎ終章学演習Ⅰ

とちぎ終章学演習Ⅱ

小計（25科目）

人間と社会

キャリアデザイン

働くことの意味と実際

ワークショップで学ぶ「ボランティアと市民活動」

スペイン語基礎Ⅱ

タイ語基礎Ⅰ

中国語基礎Ⅱ

先輩に学ぶ

より良く生きる

企業のグローバル戦略とキャリア形成

実践企業人材論

－

－

－

－

中国語基礎Ⅰ

タイ語基礎Ⅱ

朝鮮語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ

一地方銀行の歴史に学ぶ“金融経済の仕組み”と“地域金融機関の役割り”

危機を見つめる力

3.11と学問の不確かさ

小計（9科目）

課題発見・解決型インターンシップＡ

課題発見・解決型インターンシップＢ

課題発見・解決型インターンシップＣ

課題発見・解決型インターンシップＤ

キャリア形成に資する活動Ａ

キャリア形成に資する活動Ｂ

基
盤
教
育
科
目

総
合
系
科
目

キ
ャ

リ
ア
創
造
科
目

自
由
科
目

日本語アカデミック・プレゼンテーション

キャリア形成に資する活動Ｃ

日本語アカデミック・リーディングⅡ

日本語アカデミック・ライティング

キャリア形成に資する活動Ｄ

小計（8科目）

基
盤
キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

基
盤
キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

留
学
生
日
本
語

科
目

アカデミック・ジャパニーズ

宇都宮大学－8
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（別添2-2）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 9 0 0 1 0 0 0 兼4

1･後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

－ 1 24 0 3 3 3 0 0 兼4

1前 1 ○ 3 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 1 ○ 4 3 1 共同

2後 2 ○ 4 3 1 共同

2後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1 1 兼1

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

グ
ロ
ー

バ

ル
実
践
力

基
礎
科
目

専
門
導
入
科
目

多文化共生基礎H（国際社会論）

Advanced Integrated English B

フランス語講読Ａ

グローバル実践力基礎演習Ⅰ

グローバル実践力基礎演習Ⅱ

English for Current Events

Academic English Writing

Presentation and Discussion

Directed English Reading

Directed English Writing

Advanced Integrated English A

中国語講読Ｄ

中国語会話

中国語文章表現

多文化共生基礎B（言語学）

多文化共生基礎C（文化人類学）

多文化共生基礎D（芸術文化論）

多文化共生基礎E（国際法）

多文化共生基礎F（国際政治論）

多文化共生基礎G（国際経済論）

朝鮮語講読Ｄ

朝鮮語講読Ａ

朝鮮語講読Ｂ

朝鮮語講読Ｃ

フランス語講読Ｂ

フランス語講読Ｃ

フランス語講読Ｄ

フランス語会話

フランス語文章表現

中国語講読Ｂ

中国語講読Ｃ

スペイン語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅳ

中国語講読Ａ

多
文
化
共
生

コ
ア
科
目

多
文
化
共
生
基
礎
科
目

フランス語基礎Ⅲ

フランス語基礎Ⅳ

フランス語応用Ⅰ

フランス語応用Ⅱ

多文化共生概論

多文化共生コアA（国際関係論）

タイ語基礎Ⅲ

タイ語基礎Ⅳ

タイ語応用Ⅰ

タイ語応用Ⅱ

朝鮮語基礎Ⅲ

朝鮮語基礎Ⅳ

朝鮮語応用Ⅰ

朝鮮語応用Ⅱ

小計（25科目）

中国語応用Ⅱ

多文化共生コアB（異文化間コミュニケーション）

多文化共生コアC（地球市民社会論）

多文化共生基礎A（Comparative Study of Culture）

－

Foreign Language Learning and Communication

スペイン語応用Ⅰ

スペイン語応用Ⅱ

中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ

中国語応用Ⅰ

－

科学技術のための専門日本語

人文社会系のための専門日本語

日本事情

小計（8科目）

ドイツ語応用Ⅰ

ドイツ語応用Ⅱ

ドイツ語基礎Ⅲ

ドイツ語基礎Ⅳ

専
門
教
育
科
目

専
門
外
国
語
科
目

基
礎
科
目
（

学
部
共
通
）

留
学
生
日
本

語
科
目

基
盤
教
育
科
目

宇都宮大学－9
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（別添2-2）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

3前 4 ○ 1

－ 10 122 0 17 12 5 0 0 兼9

民族誌学 3前 2 ○ 1

アジアの歴史と思想 3前 2 ○ 1

近現代中国論 2後 2 ○ 1

中国文化論 2後 2 ○ 1

韓国文化論 2後 2 ○ 1

タイ都市社会論 2後 2 ○ 1

東南アジア論 2後 2 ○ 1

中東地域研究 2後 2 ○ 1

ヨーロッパ思想文化論 2前 2 ○ 1

世界の歴史と文化 3後 2 ○ 兼1

フランス文化論 2後 2 ○ 1

イギリス文化論 1後 2 ○ 1

イギリス文学史 2前 2 ○ 兼1

アメリカの経済と社会 2前 2 ○ 1

アメリカ文化論 2後 2 ○ 1

アメリカ文学史 2前 2 ○ 1

Introduction to Latin American
 Studies

2前 2 ○ 1

Latin American Politics and
 Society

2後 2 ○ 1

現代日本社会論 2後 2 ○ 1

日本文化論A 2前 2 ○ 1

日本文化論B 2前 2 ○ 1

日本史概説A 2後 2 ○ 兼1

日本史概説B 3前 2 ○ 兼1

日本語論 2前 2 ○ 1

日本語史 2後 2 ○ 1

Japan's International Relations 3後 2 ○ 1

地域社会論 2前 2 ○ 1

地域史 3後 2 ○ 兼1

観光概論 2後 2 ○ 兼1

観光地理学 3前 2 ○ 兼1

地域福祉論 2前 2 ○ 兼1

社会福祉学概論 1後 2 ○ 兼1

福祉社会学 3後 2 ○ 兼1

地方自治論 2後 2 ○ 兼1

スポーツ・余暇政策 2前 2 ○ 兼1

外国語臨地演習(英語）

スペイン語講読Ｃ

スペイン語講読Ｄ

朝鮮語会話

朝鮮語文章表現

外国語特別演習BⅠ(ロシア語）

外国語特別演習BⅡ(ロシア語）

外国語特別演習CⅠ(タイ語）

外国語臨地演習(フランス語）

外国語臨地演習(中国語）

外国語臨地演習(朝鮮語）

外国語臨地演習(スペイン語）

外国語臨地演習(ドイツ語）

外国語臨地演習(タイ語）

小計（60科目） －

欧米文化社会研究

日本文化社会研究

外国語特別演習CⅡ(タイ語）

外国語特別演習DⅠ(ポルトガル語）

外国語特別演習DⅡ(ポルトガル語）

スペイン語会話

スペイン語文章表現

外国語特別演習AⅠ(ドイツ語）

外国語特別演習AⅡ(ドイツ語）

スペイン語講読Ａ

スペイン語講読Ｂ

専
門
教
育
科
目

専
門
外
国
語
科
目

選
択
科
目

基
礎
科
目
（

学
部
共
通
）

グ
ロ
ー

バ
ル
専
門
科
目
（

ク
ラ
ス
タ
ー
）

アジア太平洋文化社会研究
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（別添2-2）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

哲学概論 2後 2 ○ 兼1

表象文化論 2後 2 ○ 1

地域研究論 1後 2 ○ 1

Cultures of the English-Speaking World 2後 2 ○ 1

East/West: A Comparative Perspective 2後 2 ○ 1

Literature in Translation 2後 2 ○ 1

アフリカ論 2前 2 ○ 1

公共政策入門 2前 2 ○ 兼1

行政学 2前 2 ○ 兼1

社会調査法入門 2後 2 ○ 1

Linguistic Typology and
Language Communication

2後 2 ○ 兼1

Phonetics and Phonology 2前 2 ○ 1

言語比較論 2前 2 ○ 1

英語学特殊講義A 2前 2 ○ 兼1

英語学特殊講義B 2後 2 ○ 兼1

言語と認知科学 3前 2 ○ 兼1

日本語教育概論 2前 2 ○ 兼1

日本語教育と国際協力 2後 2 ○ 兼1

日本語教育方法論 2後 2 ○ 兼1

対人コミュニケーション論 2後 2 ○ 1

情報ネットワーク概論 2後 2 ○ 1

グローバル・ガバナンス概論 2前 2 ○ 1

移民と多文化教育 2前 2 ○ 兼1

環境と国際協力 2前 2 ○ 1

国際協力論 2後 2 ○ 1

途上国経済発展論 2後 2 ○ 1

グローバル教育論 2後 2 ○ 兼1

グローバル化と外国人児童生徒教育 3後 2 ○ 兼1

Intercultural Education 2後 2 ○ 1

ジェンダー論 1後 2 ○ 1

Globalization and Society 2前 2 ○ 兼1

多文化共生教育 2後 2 ○ 1

人の国際移動と日本 2前 2 ○ 1

国際人権論 2前 2 ○ 1

国際機構論 2後 2 ○ 1

地球環境政策論 2後 2 ○ 1

経済学概論 1後 2 ○ 兼1

ミクロ経済学 1後 2 ○ 兼1

マクロ経済学 2前 2 ○ 兼1

公共経済学 2前 2 ○ 兼1

経済政策論 3後 2 ○ 兼1

財政学 3後 2 ○ 兼1

International Political Economics 2前 2 ○ 兼1

憲法 2前 2 ○ 兼1

民法 2前 2 ○ 兼1

－ 0 160 0 12 12 5 0 0 兼26

1後 2 ○ 1 1 兼1

2前 2 ○ 1 3 1 兼1

1後 2 ○ 2 1

1･2･3･4前後 2 ○ 1 1 兼1

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

－ 0 32 0 5 5 2 0 0 兼3

情報と倫理

国
際
キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

比較文化社会研究

言語・コミュニケーション研究

小計７クラスター・80科目） －

Risk Management

小計（16科目） －

Global Management:Asia and Development

グローバル・イシュー研究演習Ⅱ

グローバル・イシュー研究演習Ⅰ

グローカル・イシュー研究演習Ⅱ

国際協力研究

国際共生研究

グ
ロ
ー

バ
ル
専
門
科
目
（

ク
ラ
ス
タ
ー
）

専
門
教
育
科
目

選
択
科
目

グローカル・イシュー研究演習Ⅰ

国際キャリア実習（インターンシップ）

International Career Seminar

International Communication Seminar

国際キャリア教育

統計学

海外フィールドワーク演習Ⅰ

海外フィールドワーク演習Ⅱ

グローバルAL演習Ⅰ（海外体験）

グローバルAL演習Ⅱ（海外体験）

宇都宮大学－11
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（別添2-2）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）

（国際学科）

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

アジア太平洋文化社会研究A（民族誌学演習） 3前 2 ○ 1

アジア太平洋文化社会研究B（韓国文化論演習） 3前 2 ○ 1

アジア太平洋文化社会研究C（中国文化論演習） 3前 2 ○ 1

アジア太平洋文化社会研究D（東南アジア論演習） 3前 2 ○ 1

アジア太平洋文化社会研究E（中東地域研究演習） 3前 2 ○ 1

欧米文化社会研究A(フランス文化論演習） 3前 2 ○ 1

欧米文化社会研究B(イギリス文化論演習） 3前 2 ○ 1

欧米文化社会研究C(イギリス文学演習A） 3前 2 ○ 兼1

欧米文化社会研究D(イギリス文学演習B） 3後 2 ○ 兼1

欧米文化社会研究E(アメリカ文化論演習） 3前 2 ○ 1

欧米文化社会研究F(アメリカ文学演習A） 3前 2 ○ 兼1

欧米文化社会研究G(アメリカ文学演習B） 3後 2 ○ 兼1

欧米文化社会研究H
（Seminar in Latin American
Studies）

3前 2 ○ 1

日本文化社会研究A（日本文化論演習） 3前 2 ○ 1

日本文化社会研究B（日本語論演習） 3前 2 ○ 1

日本文化社会研究C（地域社会論実習） 3前 2 ○ 1

比較社会文化研究A
（Seminar in Comparative Study of
Culture）

3前 2 ○ 1

比較社会文化研究B（表象文化論演習） 3前 2 ○ 1

比較社会文化研究C
（Literature in Translation
Seminar）

3前 2 ○ 1

言語・コミュニケーション研究A（言語学演習） 3前 2 ○ 1

言語・コミュニケーション研究B
（Seminar in Phonetics and Language
Teaching/Learning）

3前 2 ○ 1

言語・コミュニケーション研究C
（日本語教育方法論演習）

3前 2 ○ 兼1

言語・コミュニケーション研究D
（日本語教育と国際協力演習）

3前 2 ○ 兼1

言語・コミュニケーション研究E
（日本語教育特別演習）

3前 2 ○ 兼2

言語・コミュニケーション研究F
（対人コミュニケーション論実験）

3前 2 ○ 1

言語・コミュニケーション研究G
（情報ネットワーク実習）

3前 2 ○ 1

国際協力研究A
（グローバル・ガバナンス論演習）

3前 2 ○ 1

国際協力研究B（移民と多文化教育演習） 3前 2 ○ 兼1

国際協力研究C（環境と国際協力演習） 3前 2 ○ 1

国際協力研究D（国際協力論実習） 3前 2 ○ 1

国際協力研究E（途上国経済発展論演習） 3前 2 ○ 1

国際協力研究F（グローバル教育論演習） 3前 2 ○ 兼1

国際共生研究A
（人の国際移動と日本演習）

3前 2 ○ 1

国際共生研究B（多文化共生教育演習） 3前 2 ○ 1

国際共生研究C(国際関係論演習) 3前 2 ○ 1

国際共生研究D（国際法演習） 3前 2 ○ 1

国際共生研究E（国際政治論演習） 3前 2 ○ 1

国際共生研究F（国際経済論演習） 3前 2 ○ 1

－ 0 76 0 12 10 5 0 0 兼10

3後 2 ○ 17 10 5

－ 0 2 0 17 10 5 0 0

4前・後 4 ○ 17 10 5

4前・後 4 ○ 17 10 5

－ 0 8 0 17 10 5 0 0

－ 25 890 0 17 10 5 0 0 兼209

学位又は学科の分野 法学関係,文学関係

アジア太平洋文化社会研究

欧米文化社会研究

卒業研究準備演習

学士（国際学）

－

小計（1科目） －

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

小計（2科目） －

－

国際共生研究

小計（7クラスター・38科目）

日本文化社会研究

比較文化社会研究

言語・コミュニケーション研究

国際協力研究

学位又は称号

合計（424科目）

卒業研究
準備演習

卒業研究

専
門
教
育
科
目

選
択
科
目

専
門
演
習
・
実
験
実
習
科
目
（

ク
ラ
ス
タ
ー
）
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設置の趣旨・必要性

Ⅰ　設置の趣旨・必要性
　（背景）

21世紀が抱える課題はグローバル化の急速な進行により、非常に複雑なものになっている。資本の世界的展開、大量の労働力の国境を越
　　える移動といったグローバル化と多文化化が急速に進む社会状況のなかで、格差の拡大、環境破壊、移民・難民問題、民族的・文化的衝突
　　など前例のない課題が全世界的に生じている。また、企業の海外進出が加速する中、グローバルな視野から各地域の実情に対応した戦略を
　　立案・実行する企業活動がより一層必要となっている。こうした変化を受けて、「多文化共生」を実現するために必要な知識、関心・意欲
　　そして行動力を備える21世紀型グローバル人材（グローカル人材）の育成が、社会的に広く要請されるに至っている。「多文化共生」は、
　　「国籍や民族などの異なる人々が、互いの社会的・文化的違いを認めあい、地域の構成員として共に生きてゆくこと」を意味する。
　　「多文化共生」は、世界のあらゆる地域の様々な側面で問われている。

公益社団法人経済同友会は、2015年４月に出した『これからの企業・社会が求める人材像と大学への期待』のなかで、企業が求める人材
　　像を描きながら求められる資質・能力として、次の４点をあげている。

①変化の激しい社会で、課題を見出し、チームで協力して解決する力（課題設定力・解決力）
②困難から逃げずにそれに向き合い、乗り越える力 （耐力・胆力）
③多様性を尊重し、異文化を受け入れながら組織力を高める力
④価値観の異なる相手とも双方向で真摯に学び合う対話力 （コミュニケ―ション能力）
また、厚生労働省の調査（「労働市場における人材確保・育成の変化」2013年）によれば、企業の求める人材像は、課題発見、働きかけ

　　創造力、主体性、発信力、計画力であり「熱意・意欲」と「行動力・実行力」を発揮することができる人材を求めている。さらに、急激に
　　グローバル経済が進展する中、海外事業所勤務は勿論、国内勤務の場合であっても、海外企業等との関係は避けて通れない現在、勤務地に
　　関係なく、グローバルな視点をもって仕事をして、成果を出すことのできる人材を求めている。

　(本学に設置する必要性）
国際学部のこれまでの実績・成果として、国際社会・国際文化の２領域における学際的な専門教育と多言語教育の推進、留学／異文化体

　　験の推奨、国際キャリア教育の充実、グローバルな視点に基づく地域貢献の推進等があげられる。ミッション再定義（2014年度）では、国
　　際学部の「強みや特色、社会的役割」として、これまで、国内外の様々な地域のグローバル化に関する課題解決に貢献するための学際的な
　　学問分野の教育研究を通じて、英語のほか第二外国語の能力を養成するとともに、責任感・使命感、主体性及び課題発見能力等の社会人基
　　礎力、異文化理解や国際問題に対する洞察力や国際的実践力を有する人材を養成してきたことが明記された。そして、これまでの実績と成
　　果を踏まえ、今後の課題として、「外国語教育の充実を図るなど、卒業時に必要とされる資質や語学力などの能力を可視化しつつ、国際キ
　　ャリア教育も含めた体系的な教育課程を編成するとともに、学生の能動的学修を促す教育の実施や組織的な教育体制等により、国際社会及
　　び地域社会の多文化共生に関する学際的研究を一層推し進めることを通じて、学士課程教育の質的転換に取り組む」ことが明記された。
    すなわち、多文化共生を実現するために必要な知識、関心・意欲・行動力を備え、世界的な社会的・文化的課題解決に取り組むことが出来
    る21世紀型グローバル人材（グローカル人材）の育成に一層貢献することが使命と位置付けられた。

このようなグローバル人材育成に関する本学への期待は、他の企業調査や外部評価でも確認されてきたものである。
2011年12月に宇都宮大学で開催された合同企業説明会に参加した124の企業・団体に対し行ったアンケート調査では、「企業が学生を採

　　用する際に、どのような資質や能力に注目するのか」に関して、国際学部の教育方針と密接に関連する、「国際社会と多文化理解能力」、
    「地球規模の視点からの比較考察・分析能力」、「英語以外の外国語運用能力」、「地域社会の多国籍化への対応能力」、「市民レベルの
    実践的国際交流・貢献能力」に対して重視するという一貫した評価が見られた。2012年度に宇都宮大学国際学部・国際学研究科に対して実
　  施された外部評価では、グローバル化が進む現在、あらゆる分野で国際的に通用する人材が求められていることを踏まえ、国際学部が「グ

ローバル社会に対応できる能力」を備えた人材の育成により一層取り組んでいくべきと指摘されている。「グローバル社会に対応できる能
力」とは、
（1）文化の違いを肯定的に捉え、積極的に関与できる能力
（2）複数の外国語を話し、理解し、考え、他者とコミュニケーションできる能力
（3）世界の歴史・地理・国際政治、あるいはグローバル・イシュー（エネルギー問題、環境問題、人口問題など）に対する十分な知識

の３つと捉えられている（『平成23年度外部評価報告書』2012年７月）。
本改組の目的は、「グローバルな実践力」を持って国際的分野で活躍する人材育成の機能を強化することである。そのために、「グロー

　　バルな実践力」の基盤として多文化共生に関わる社会科学と人文科学が一体化した体系的な教育プログラムを教授する。これらのことを実
　　現するために、国際学部を現行の2学科「国際社会学科」「国際文化学科」から1学科「国際学科」に改組する。この改組はグローバル化に
　　対応した宇都宮大学全体の機能強化に結びつくものである。そして、世界の様々な地域でチャレンジ精神・協調性等を持って主体的に行動
　　するために必要なコミュニケーション能力や行動力・協働性等の実践的な能力を養成するために、「社会系の科目と文化系の科目を融合し
　　た少人数演習や海外経験学習、国際キャリア教育」を強化する。さらに、国内外の多様な地域で活躍する基盤として、「英語に他の外国語
　　を加えた豊かな語学教育」を実施する。このような教育プログラムを特色とする改組計画に対しては、栃木県知事、宇都宮市長（栃木県市
　　長会会長）、栃木県経済同友会、栃木県内有力企業、栃木県高等学校長会会長及び進路指導教諭等から、教育プログラムに対する評価と改
　　組の早期の実現を期待する声が寄せられている。栃木県知事からは、「地域のグローバル化の課題に応え得る人材育成が喫緊の課題になっ
　　ており、この観点から本学部の改組がまさに時宜を得たものである」と期待されている。栃木県経済同友会代表筆頭理事及び全国規模の企
　　業経営者等からは、改組への大きな期待に加え、「栃木県内には大企業から中小企業に至るまで、様々な分野にわたり海外展開を行う優良
　　企業が多く、各企業は、地元の大学から高い語学能力はもとより、幅広い教養を有し、日ごろから国際的な事象に関心を持ち、課題に主体
　　的に取り組もうとする意欲を持つ人材を獲得したいという強い意欲を持っています」との意見を頂いており、本学部が育成を目指す「多文
　　化共生を実現するために必要な知識、関心・意欲そして行動力を備えた21世紀型グローバル人材（グローカル人材）」が、今後も栃木県は
　　もとより全国の地域、企業等から大いに期待される人材、求められる人材であると言える。

さらに県内有力企業からは以下のような声が寄せられている。「国際学部卒業生は柔軟性があり、コミュニケーション能力もあって、高
　　く評価している。国際的場面でも、地域に目を転じた場合でも、文化的に異なる人と経済的な取引を行っていかねばならない。相手の文化
　　を知り、理解を深める中で取引をすることは必須で、人文科学的な学びと社会科学的な学びの統合は必要であり重要である。このような統
　　合をすることで、これまでの国際学部の良さがさらに磨かれることを期待している」（世界規模の人材派遣会社名誉会長）。「世界120カ
　　国と取り引きしており、どんな部署でも世界・海外とつながっていない部署はない。世界の様々な国・地域の人々と接する場合、その国、
    地域の政治・経済・文化等に精通していることは極めて大事で、社会系と文化系の科目を大学で幅広く学ぶことは重要」（グローバル展開
　　する医療系メーカー）「これからの時代は、多様な分野の学び、海外体験を通じた実践的な学び、外国語とその背景にある文化の違いなど
　　に接し、そこで身につけた柔軟性がますます重要になるだろう。社会科学と人文科学を融合した多文化共生カリキュラムは、分野を超えた
　　学びを通じて多様な見方、俯瞰的な視点を身につけることに結びつくと思う。国際学部の改革にはとても期待している」（メディア）。

栃木県高等学校校長会から、国際系を希望する県内の高校生にとって改組の内容が大きな魅力となっていることが指摘されている。さら
　　に、高等学校の進路指導教諭へのヒアリング調査においても、２学科の１学科統合と新しい教育プログラムの構築に対して高い評価と期待
　　を得ている。「間口を広く取って、入ってから選択できるようなプログラムの体系化には賛成である。２学科を１学科にして一括募集にし
　　てもらった方が、好ましいと思う」。「社会系の科目と文科系の科目を幅広く学んでから専門的に学ぶ内容や卒業研究のテーマを決めたい
　　という学生が多く現行の２学科が１学科に統合・再編されることに学生たちは大きな魅力を感じると思う。『多文化共生についての体系的
　　な知識』、『グローバルなチェレンジ精神や行動力』、『複数言語運用力の向上』を３つの柱とする教育改革は、国際系の学びを希望する
　　学生たちのニーズにまさに応えるものと思う」等々。

以上の経緯と様々な関係者の改組への期待及び早期の実現を希望するの声を踏まえ、本学部に国際学科を設置する必要性は十二分にある
　　と思料される。
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実践的課題解決型
２１世紀型グローバル人材

国 際 学 科

少人数・融合型演習
国際キャリア教育
海外経験

社会系・文化系科目の
融合・体系化

コミュニケーション能力
海外での行動力養成

価値選択・
目標設定能力

コミュニケーション・
複数言語運用能力

外国語運用能力の強化

英語プラス1の外国語教育
外国語能力強化プログラム

国 際 社 会 学 科
社会科学の総合的教育研究

国 際 文 化 学 科
人文科学の総合的教育研究

多文化共生の
専門知識を体系化

地域理解能力
課題に取り組む
意欲・知識・行動力
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　（設置学科の学問編成と名称）
 　改組は、「人文」科学と「社会」科学の融合を軸にして「国際」社会の多文化共生に関する学際的教育の発展を目的とするものであり、
 学科の名称としては、「国際学科」（Department of International Studies）とする。
 学位は従来通り、「学士（国際学）」（Bachelor of International Studies）である。
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Ⅱ　教育課程編成の考え方
   （教育課程の基本的な考え方）
       新しい教育課程は多文化共生に関わる社会科学と人文科学が一体化した体系的な教育プログラムを構築すると共に、コミュニケーショ
     ン能力や行動力・協働性等の実践的な能力を修得するために、アクティブ・ラーニングを活用した少人数演習や海外経験学習、国際キャ
     リア教育、外国語教育を強化する。そこで、教育課程は本学の基盤教育科目（35単位）と専門教育科目（90単位）から編成する。
       基本的に、基盤教育科目で社会人の素養と人間力の養成、専門教育科目で「グローバルな実践力」を養成する。
　　　 専門教育科目の大きな特色は、次の５点である。
      ①多文化共生の専門知識を体系化
      ②「コミュニケーション能力や海外での行動力を強化すること」を目的にして、少人数・融合型演習、国際キャリア教育や「アクティ
         ブ・ラーニング」科目を拡充
    　③海外経験の必修化
    　④外国語運用能力の強化
    　⑤受講計画支援
        ナンバリング制の導入により、開講科目のレベル・体系・使用言語を明記して、学生の受講計画を支援する。加えて、履修モデルの
      作成などを通じてキャリア形成や進路に対する組織的な指導力を強化する。具体的には、すべての授業科目で使用する言語について、
　　　科目ナンバリング制の導入にあわせて、主要言語と補助的言語の双方を示す。たとえば、I101JEのように、Iで国際学部開講科目を示
　　　し、100番台で基礎レベルの科目であることを示す。また、末尾のJEで、主要言語が日本語であること及び補助的言語が英語であるこ
　　　とを示す。授業での使用言語を明示することで外国語学修を支援する。
  （教育課程の特色）
 （1）「多文化共生の専門知識を体系化」：多文化共生の課題は社会的な要因と文化的な要因が複雑に絡みながら生起している。このため、
      多文化共生に関する体系的な知識や能力を学生全員に等しくかつ確実に身につけさせるためには，国際的な政治・経済・社会・教育・
      歴史・文化・言語・思想等の社会系と文化系の科目を体系化した教育プログラムを構築する必要がある。国際学部は、これらの学びを
      可能とするために、多文化共生に関わる社会科学と人文科学が一体化した体系的な教育プログラム構築を軸とする新しい教育課程（改
　　  組）についてプランを策定した。このプランに対しては、地元企業や自治体、高等学校の進路指導教員等から高い期待が寄せられてい
      る。改組後の教育課程の最大の特色は、「多文化共生に関する知識を体系的」に学べることにある。そのために、専門教育科目は、多
      文化共生に関する文化系と社会系の科目をバランスよくかつ体系的に修得し、その実践力を身に付ける観点から教育課程を編成する。
      専門科目90単位の構成は、基礎科目（学部共通：28単位）、選択科目（グローバル専門科目：40単位、国際キャリア教育科目：８単位）
      専門演習・実験・実習科目（４単位）、卒業研究準備演習（２単位）、卒業研究（８単位）からなる。グローバル専門科目（40単位）
      は多文化共生をめぐる問題を多様な地域に関連づけて理解する力と共に、グローバルな枠組みを使ってその問題構造を理解・分析する
      力を身に付けることを目的とする科目である。多文化共生の専門知識を体系的に教授するために、各教員の学問領域の特徴を活かし、
      以下の７つのクラスターを設定している。まず、人文科学と社会科学双方の視点を融合させた幅広い視野から世界の様々な地域を理解
      するために、日本、そしてその近隣のアジア・太平洋から、遠く離れた欧米まで、地域を広げて教育を行うため、「日本文化社会」、
      「アジア太平洋文化社会」、「欧米文化社会」領域を設けている。次に、こうした地域と地域を相対化する比較の視点、また、具体的
      に地域を相互につなぐための言語とコミュニケーションという視点は不可欠であり、「比較文化社会」、「言語・コミュニケーション」
      の領域を設けている。さらに、文化と社会およびその融合の様相を呈している国と国との多様な関係について、市民・民間の視点から
      考察していくために「国際協力」の領域を、また国家間や国家の枠を超えた現象にも目を向け考察していくために「国際共生」の領域
      をそれぞれ設定している。このように、７つのクラスターが１つも欠けることなく全体として体系化された教育が行われることにより、
      多文化共生に関する専門知識の習得に貢献するものである。グローバル専門科目の履修においては、各クラスターから１科目２単位以
      上の履修（計14単位）を義務付ける。このことにより、社会系、文化系のいずれかに偏ることなく、多文化共生に関する幅広い知識を
      習得することが可能になる。その上で、特定のクラスターに属する科目を集中的に受講することで専門知識が習得される。教員の専門
      分野は７つのクラスターをバランスよくカバーしている。学科統合・再編によって、多文化共生についての専門知識を学生全員が総合
      的に学ぶことが出来るカリキュラム編成が可能になる。また、社会系と文化系の教員が協力して、多文化共生についての学際教育を充
      実させることが出来るとともに、異分野連携によるフィールドワーク重視型の演習や特別教育プログラムを展開・拡充することが出来
      る。そして、想定される進路に合わせた履修モデルを用いて、卒業後のキャリア形成のための教員組織による組織的指導体制を強化す
      る。
 （2）「コミュニケーション能力や海外での行動力を強化すること」：「コミュニケーション能力や海外での行動力を強化すること」を目的
　　　にして少人数・融合型演習や国際キャリア教育拡充のための「アクティブ・ラーニング」科目を新設する。異分野連携の複数教員の協
　　　働の下、フィールドワーク体験型および学生主体の企画・運営を重視する科目として、グローバル化する日本の地域の問題に向き合う
　　　「グローカル・イシュー研究演習」Ⅰ・Ⅱ、国際理解教育とグローバル教育、グローバルな課題に向き合う「グローバル・イシュー研
　　　究演習」Ⅰ・Ⅱ、国内外の国際協力の現場体験等を通して国際的分野におけるキャリア形成への意欲とグローバルな実践力の強化を目
　　　指す「海外フィールドワーク演習」Ⅰ・Ⅱ等を開講する。
 （3）海外経験の必修化：海外留学、海外の大学でその国の言語と文化を学ぶ「外国語臨地演習（英語他６科目）」、「国際キャリア実習
　　　（海外インターンシップ（海外での短期間職業体験））」、「海外フィールドワーク演習Ⅰ・Ⅱ（海外での一次資料収集・関係者への
　　　アンケートやインタビュー・現地視察等）」等を強力に推奨する｡ 宇都宮大学が参加する「大学コンソーシアムとちぎ」は､平成26年
　　　度から「グローバル人材育成プログラム」（海外留学・海外インターンシップを支援するために返済不要の奨学金等が支給されるプロ
　　　グラムで、基礎コースと上級コースの全２コース)を開始しており、その積極的な活用を図る。
 （4）外国語運用能力の強化：英語については、基盤教育の英語教育プログラム（平成25年度大学英語教育学会実践賞受賞 ※１)との連携を
　　　図りながら、英語を用いた意思伝達、相互理解、並びに共同作業を行う汎用的能力向上を目的として、「Advanced Integrated English
　　　A、B」を新規開講し、英語の総合的技能を上級まで高める。また、TOEIC、TOEFL、IELTSなどの外部試験への対応強化を図り、特に、新
　　  たに実施する「外国語能力強化プログラム ※２)の受講学生にあっては、TOEICにおいて800点に到達することを目標とする。
       さらに、初習外国語については、検定試験を利用した形で習得目標を示す。
　　※１ 基盤教育英語プログラムは「イープー（English Program of Utsunomiya University＝EPUU）」と呼ばれ、以下の４点が大きな特徴
         である。
　　　(1)原則として、英語のネイティブスピーカーと、欧米の大学院でTESOL（外国語としての英語教授法）を専攻した日本人教員のみが担
         当し、英語で授業を行う。
　　　(2)TOEICに基づいた習熟度レベル別授業の実施、殊に習熟度の高い学生や帰国生を対象としたオナーズプログラムの充実。
　　　(3)「浴びる英語」をテーマに、学生が可能な限り多く英語と接触する事により英語力を向上させる学習システムを構築、CALL教室・
　　　　　英語リーディングラボ・英語DVDラボ・英語シアター・英語クリニック等を活用した、楽しく主体的な英語学習が可能。
　　  (4)映像文化世代の学生達の学習モチベーションを高めるべく、生の映画を利用した英語教育を実践、特に１年次の週３回の英語授業の
         うち１回は、本物の映画を教材として、英語の口語表現や欧米文化を学習。
　  ※２ 外国語能力強化プログラムは、１・2年次に行われる基盤教育での８単位以上の英語学修に基づき、専門教育において学術面に焦点
         を当てて英語能力を強化するもので、専門教育における20単位以上、基盤教育と合計して４年間で28単位以上を確保し英語学修にお
         いて汎用的技能を身に付けることに加えて①学術的な英語の読解力、文章作成能力、ディスカッションとプレゼンテーション能力を
         強化し②英語による情報収集・情報分析・情報発信のための力を効果的に養い③学術的な英語によるレポートを執筆する能力と④学
　　　　 術的な内容について英語によるディスカッションとプレゼンテーションを行う能力及び⑤専門的な内容を英語で学修する能力を養い
         TOEICのスコアについては800点を目標とするものである。
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授業期間等

１学期の授業期間

１時限の授業時間

15　週

　
１．基盤教育科目　35単位以上
　   〔必修科目（選択必修科目含む） 29単位，選択科目６単位以上を履修〕
　
　必修科目の履修方法
　（１）初期導入科目　２単位
　　　　新入生セミナーを必修。
　（２）リテラシー科目　13単位以上
　　　　スポーツと健康，情報処理基礎，とちぎ終章学総論，
　　　　Integrated English ⅠA，Integrated English ⅠB，
　　　　Integrated English ⅡA，Integrated English ⅡB，
　　　　Advanced English Ⅰ（異なる分野から２科目）を必修。
　（３）教養科目　8単位以上
　　　　人文科学系科目から２単位，社会科学系科目から２単位，
　　　　自然科学系科目から２単位，初習外国語基礎科目から２単位
　（４）専門導入科目　６単位

２．専門教育科目　90単位以上
　 　〔必修科目（選択必修科目含む）62単位，選択科目28単位以上を履修〕
　
　必修科目の履修方法
　（１）多文化共生コア科目　７単位
　（２）多文化共生基礎科目　８単位
　（３）グローバル実践力基礎科目　３単位
　（４）専門外国語科目　１０単位
　（５）グローバル専門科目　１４単位
      　各クラスターから２単位、７クラスターから計14単位
　（６）国際キャリア教育科目　６単位
　（７）専門演習・実験・実習科目　４単位
　（８）卒業研究準備演習　２単位
　（９）卒業研究　８単位
  　　　　　　　　　　　　　　　　　総修得単位数１２５単位以上

    ※ 履修科目の登録の上限　60単位（１年次）48単位（２年次以上）

90　分

２　期１学年の学期区分

宇都宮大学－17



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 3 4 演習

－ 2 0 0 3 4 0 0 0

1前 2 ○ 兼5

1前 1 ○ 兼5

1後 2 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼5

2前後 1 ○ 1 1 1 兼1

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 1 2 兼1

2前 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 1 兼3

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 1 1 講義

1後 1 ○ 兼1 講義

－ 11 71 0 4 4 1 0 0 兼26

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 18 0 1 0 0 0 0 兼7

新入生セミナー

Overseas Study Ｂ

Advanced English Ⅰ(Media English)

Honors Camp Ａ

Honors English Ｃ

Honors English Ｄ

科学思想史

東アジアの宗教と文化

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際社会学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

Integrated English ⅠＡ

Integrated English ⅠＢ

Integrated English ⅡＡ

Advanced English Ⅰ(Cinema English)

Honors English Ｂ

Advanced English Ⅰ(Presentation)

西洋思想

Advanced English Ⅰ(EAP)

西洋の倫理思想

Honors English Ａ

Advanced English Ⅰ(Speech Clinic)

Advanced English Ⅰ(Vocabulary Building)

Advanced English Ⅰ(Communicative Grammar)

Integrated English ⅡＢ

Honors Camp Ｂ

Honors Camp Ｃ

Honors Camp Ｄ

Overseas Study Ａ

Overseas Study Ａ

Overseas Study Ｃ

Overseas Study Ｃ

Overseas Study Ｃ

Overseas Study Ｃ

Overseas Study Ｄ

Overseas Study Ａ

Overseas Study Ａ

Overseas Study Ｂ

Overseas Study Ｂ

東洋思想

Advanced English Ⅰ(Intensive Reading)

Advanced English Ⅰ(TOEIC)

Advanced English Ⅰ(TOEFL)

論理学

留学期間によ
り単位認定

Advanced English Ⅰ(Pleasure Reading)

Advanced English Ⅰ(Academic Writing)

Advanced English Ⅰ(Essay writing)

Advanced English Ⅰ(Public Speaking)

留学期間によ
り単位認定

留学期間によ
り単位認定

留学期間によ
り単位認定

－

Overseas Study Ｄ

Overseas Study Ｄ

Overseas Study Ｄ

スポーツと健康

情報処理基礎

とちぎ終章学総論

小計（50科目）

哲学入門

現代思想

仏教における人間形成論

小計（9科目）

－

初
期

導
入

科
目 小計（１科目）

Advanced English Ⅰ(Discussion＆Debate)

Honors English Ｅ

Honors English Ｆ

Honors English Ｇ

Honors English Ｈ

哲
学
領
域

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

Overseas Study Ｂ

人
文
科
学
系
科
目

基
盤
教
育
科
目

宇都宮大学－18
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際社会学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 2 ○ 兼1

認知心理学入門 1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 22 0 1 0 0 0 0 兼9

1･2前後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 28 0 1 0 0 0 0 兼12

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同

－ 0 22 0 0 0 2 0 0 兼8

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 34 0 1 1 0 0 0 兼14

1･2前後 2 ○ 兼3

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1 演習

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 1 0 0 0 0 兼4

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 2 1 0 0 兼3

発達と学習の心理学

文
学
領
域

教育の裏側に光を当てる

実験心理学入門

小計（11科目）

多言語コミュニケーション学Ｂ

日本語の表記

日本語を文法的に考える

行動心理学入門

管打合奏演習

日本文化Ａ

日本文化Ｂ

美術表現基礎

近現代美術論

パーソナリティ心理学概論

障害者心理学

生活美学

学校臨床心理学

日本近代文学講読

中国文学

日本の小説

日本の古典

－

ヨーロッパ地域文化論

現代美学

芸術学

－

－

多言語コミュニケーション学Ａ

米文学入門

小計（14科目）

グローバル・ガバナンス論入門

政治の世界

現代日本政治論

小計（5科目）

国際政治史

戦争と平和をめぐる諸問題

子どもの言語とコミュニケーション入門

心理学と人権

言語習得論

小計（11科目）

フランス文学

論理表現の技術

心理学

国文学Ｂ

日本国憲法

－

ものと文化と社会

映像分析の実践

世界のなかの日本文化

声のトレーニング

小計（17科目）

Japanese Communication Arts

ことばから見た人間

社会言語学概論－日本語の変遷－

生涯学習概論

成人教育と参加型学習

ボディ・ランゲージ

法
学
領
域

小計（7科目）

－

－

芸
術
領
域

人
文
総
合
領
域

政
治
学
領
域

日本文学（古典）

法学概論

国文学Ａ

芸術と自然

音楽通論

声楽の魅力

韓国文学

ドイツ文学

比較文学

ロシア文学

英文学入門

現代日本の政治と行政

現代政治の理論と実際

法学入門

国際化と人権

知的財産権概論

人
文
科
学
系
科
目

社
会
科
学
系
科
目

心
理
学
領
域

基
盤
教
育
科
目

宇都宮大学－19
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際社会学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 1 0 0 0 0 兼7

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

－ 0 16 0 2 1 1 0 0 兼3

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 2 0 0 0 0 兼2

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼3

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2通 2 ○ 兼2

1･2後 2 ○ 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

－ 0 56 0 2 2 0 0 0 兼33

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼5

1･2前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼9

人文地理学入門Ⅰ

農業経営入門

栃木県の歴史と文化

社会福祉入門

歴史と文化

地域の歴史

環境と国際社会

数や図形の絵本づくり

－小計（6科目）

－

災害復興学入門

グローバル化と外国人児童生徒教育

国際協力論入門

伝統染織と感性

－

－

資本論を読もう

資本市場の役割と証券投資

－

バイオミメティクス入門

社
会
総
合
領
域

現代日本の社会

農村空間論

環境教育

地域環境社会学

農業と文明

中国事情

世界の農業

アフリカ学入門

著作権法入門

教科書に見る歴史と社会

人と自然の共生を考える

希望の地域社会論

地域振興と大学の役割

経済学Ⅰ

経済分析入門

－

－

物
理
学
領
域

数
学
領
域

社
会
学
領
域

地
理
学
領
域

歴
史
学
領
域

電気電子数学入門

Mathematicaによる微積分入門

Mathematicaによるデータ解析入門

数学の世界

エレクトロニクス科学史

振動の科学

科学・技術・教育・社会を考える

セクソロジー入門

小計（28科目）

多文化共生論入門

物理学入門

物理工学最前線

Mathematica入門

オイコス入門

障害者問題入門

社会開発入門

遊びの理論とゲーム開発

遊び論と遊び指導

住まいづくり・まちづくり入門

小計（4科目）

中東の社会と文化

放射線科学入門

現代数学入門

教養物理

歴史学入門

歴史と民族

マスコミ入門

グローバル韓国学

オセアニア民族誌

文化人類学入門

人文地理学入門Ⅱ

地誌学

小計（4科目）

小計（8科目）

応用経済学入門

数理経済学入門

ゲーム理論入門

経
済
学
領
域

社会学入門

応用社会学

小計（8科目）

小計（7科目）

社
会
科
学
系
科
目

自
然
科
学
系
科
目

基
盤
教
育
科
目

宇都宮大学－20
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際社会学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼8

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼8

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 1 0 0 0 0 兼7

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼3

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼7

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼2 共同・集中

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼7

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼2

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼2

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼9

1･2前 2 ○ 2 兼2 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼3 共同・集中・講義

1･2通 1 ○ 兼2 共同・集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中・講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

1･2前 4 ○ 兼4 共同

1･2後 2 ○ 兼1 ・集中

1･2後 2 ○ 兼2 共同・集中・演習

1･2後 2 ○ 兼2 共同

人間の感覚を測る

生物の多様性とは何か

雑草と人のくらし

雑草観察入門

雑草と里山のフィールド演習Ⅰ

創造ものづくり入門

小計（7科目）

ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ

一地方銀行の歴史に学ぶ“金融経済の仕組み”と“地域金融機関の役割り”

危機を見つめる力

3.11と学問の不確かさ

食と生命のフィールド実践演習

男女共同参画社会を生きる

朝鮮語基礎Ⅱ

小計（12科目）

野外調査論

里山のサステイナビリティを考える

スペイン語基礎Ⅱ

タイ語基礎Ⅰ

－

自
然
総
合
領
域

－

－

－

生
物
学
領
域

－

情
報
科
学
領
域

－

地
学
領
域 －小計（3科目）

肥満の科学

中国語基礎Ⅰ

タイ語基礎Ⅱ

朝鮮語基礎Ⅰ

小計（8科目）

Ｃ言語・プログラミング入門

健康管理学概論

美味しさを科学する－ミシュランガイド宇都宮をつくろう－

小計（7科目）

プログラミング応用

人と自然をつなぐ・人と人をつなぐＡ

健
康
科
学
領
域

スポーツトレーニング論

人体の中の小宇宙

地球環境と化学

環境と生物化学

不思議な化学

水素とエネルギー

21世紀を支える熱帯植物

野外における野生動物識別テクニックの基礎

基礎生物学

ウイルスの世界と生物の世界

リメディアル化学

微生物の化学

ノーベル化学賞周辺の化学

小計（8科目）

人間生活と植物

地球環境と生物事件史

身近な気象学

食料生産の生物学

物質・材料の機器分析入門

中国語基礎Ⅱ

人と自然をつなぐ・人と人をつなぐＢ

グラフィックス入門

インターネットのしくみ

ワイヤレス通信のしくみ

医用画像工学入門

小計（8科目）

ものづくり体験

初
習
外
国
語
系
科
目

化
学
領
域

地域金融機関とともに「地方創生」を考える

ボランティアという生き方

実践・宇都宮のまちづくり

地震の科学と防災

青年期の健康管理

健康のためなら死んでもいい！？

生活習慣と健康

バレーボールの科学

雑草と里山のフィールド演習Ⅱ

総
合
系
科
目

Ｗｅｂのしくみ

身のまわりのＩＣＴ

自
然
科
学
系
科
目

基
盤
教
育
科
目

宇都宮大学－21
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義

演
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習

教
　
授

准
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教
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手

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際社会学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前後 2 ○ 兼3 共同・講義

1･2後 1 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼1 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼1 講義

－ 1 46 0 2 1 0 0 0 兼37

1･2･3･4前 2 ○ 兼3 共同

1･2･3･4後 2 ○ 兼3 共同

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3･4後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 集中

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 兼11

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前後 3 ○ 兼1

1･2･3･4前後 4 ○ 兼1

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 9 0 0 1 0 0 0 兼4

1･後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

－ 1 24 0 5 3 1 0 0 兼8

基
盤
キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

基
盤
キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

中国語応用Ⅱ

小計（9科目）

課題発見・解決型インターンシップ

課題発見・解決型インターンシップ

課題発見・解決型インターンシップ

課題発見・解決型インターンシップ

キャリア形成に資する活動

日本語アカデミック・プレゼンテーション

科学技術のための専門日本語

人文社会系のための専門日本語

日本事情

小計（8科目）

ドイツ語応用Ⅱ

フランス語基礎Ⅲ

フランス語基礎Ⅳ

フランス語応用Ⅰ

フランス語応用Ⅱ

日本語アカデミック・リーディングⅡ

－

－

活動期間によ
り単位認定

活動期間によ
り単位認定

－

－

アクティブにとらえる現代社会

とちぎ終章学特講

ワークショップで学ぶ「変わりゆく現代社会の中の私たち」

キャリア形成に資する活動

実践企業人材論

起業の実際と理論

宇大を学ぶ

栃木の里山に学ぶ（春夏編）

キャリア形成に資する活動

先輩に学ぶ

より良く生きる

企業のグローバル戦略とキャリア形成

グローバル時代の企業経営

とちぎ終章学演習Ⅰ

とちぎ終章学演習Ⅱ

小計（25科目）

人間と社会

終章を支える社会資源

ワークショップで学ぶ「ボランティアと市民活動」

栃木の里山に学ぶ（秋冬編）

－

国際英語コミュニケーション

自
由
科
目

留
学
生
日
本
語
科
目

日本語アカデミック・リーディングⅠ

キャリア形成に資する活動

小計（8科目）

アカデミック・ジャパニーズ

日本語アカデミック・ライティング

キャリアデザイン

働くことの意味と実際

サイエンスコミュニケーション入門～理系と文系の壁を超えよう

地域メディア演習

スペイン語応用Ⅰ

スペイン語応用Ⅱ

中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ

中国語応用Ⅰ

キ
ャ

リ
ア
創
造
科
目

総
合
系
科
目

小計（25科目）

朝鮮語応用Ⅱ

朝鮮語応用Ⅰ

朝鮮語基礎Ⅳ

朝鮮語基礎Ⅲ

タイ語応用Ⅱ

タイ語応用Ⅰ

タイ語基礎Ⅳ

タイ語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅳ

スペイン語基礎Ⅲ

ドイツ語応用Ⅰ

専
門
導
入
科
目

ドイツ語基礎Ⅳ

ドイツ語基礎Ⅲ

基
盤
教
育
科
目
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際社会学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

－ 6 1 1 0 0 0 兼1

2後 2 ○ 1 3 兼4

1･2･3･4 2 ○ 1 兼2

2前 2 ○ 兼5

3前 2 ○ 兼2

3後 2 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼2

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1･2･3･4 4 ○ 兼3

－ 2 88 0 1 2 1 0 0 兼22

2前 ※2 ○ 1 1

3後 ※2 ○ 1

－ 0 4 0 1 1 0 0 0

1後 ※2 ○ 1

1後 ※2 ○ 1

2前 ※2 ○ 1

2前 ※2 ○ 1

－ 0 8 0 3 1 0 0 0

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

国
際
社
会
学
科

基
礎
科
目

－

朝鮮語文章表現

スペイン語講読Ａ

スペイン語講読Ｂ

憲法

国際学英書講読

情
報
科
目

アメリカの経済と社会

環境と国際協力

行政学

グローバル・ガバナンス概論

現代文化と哲学

スペイン語会話

スペイン語文章表現

外国語臨地演習

小計（44科目）

情報処理

データベース入門

小計（2科目）

国際政治論

国際法

フランス語文章表現

中国語講読Ａ

中国語講読Ｂ

中国語講読Ｃ

国際社会論

国
際
社
会
学
科
選
択
科
目

基
礎
科
目

異文化間コミュニケーション

国際関係論

地球市民社会論

小計（3科目）

国際経済論

International Career Seminar

International Communication Seminar

中国語講読Ｄ

中国語会話

中国語文章表現

タイ語講読Ａ

タイ語講読Ｂ

タイ語会話Ｉ

朝鮮語講読Ｂ

朝鮮語講読Ｃ

朝鮮語講読Ｄ

朝鮮語会話

小計（4科目）

社会福祉学概論

地域研究論

アジア比較地誌論

英語文章表現Ａ

英語文章表現Ｂ

時事英語

上級英語会話

フランス語講読Ｄ

フランス語会話

Directed English Reading

ドイツ語講読Ａ

ドイツ語講読Ｂ

ドイツ語講読Ｃ

ドイツ語講読Ｄ

ドイツ語文章表現

専
門
外
国
語
科
目

学
部
基
礎
科
目

－

専
門
教
育
科
目

フランス語講読Ａ

フランス語講読Ｂ

スペイン語講読Ｃ

スペイン語講読Ｄ

タイ語会話Ⅱ

タイ語文章表現

朝鮮語講読Ａ

フランス語講読Ｃ

アフリカ論

ドイツ語会話

学術英語講読
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際社会学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1 兼5

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2・3 2 ○ 兼1

2・3 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 1 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

－ 0 148 0 8 7 2 0 0 兼34

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

－ 0 12 0 1 0 2 0 0 兼3

全
学
開
講
科
目

－

－

外国語特別講義Ⅲ(ロシア語)

外国語特別講義Ⅳ(ロシア語)

小計（74科目）

International Political Economics

Global Management

Globalization and Society

Risk Management

Intercultural Education

国際インターンシップ

小計（6科目）

人口地理学

比較思想論

Introduction to LatinAmerican Studies

Latin American Politics andSociety

※現代日本語Ⅰ

※現代日本語Ⅱ

国際キャリア開発

国際キャリア実習

外国語特別講義Ⅰ(ポルトガル語)

外国語特別講義Ⅱ(ポルトガル語)

Japan-U.S Relations

日米関係論

日本思想史

グローバル化と外国人児童生徒教育

経済政策論

国際金融論

国際時事問題

財政学

Japan's International Relations

民族誌学

グローバル教育論

多文化共生教育

日本史概説Ａ

日本史概説Ｂ

アジア近現代思想論

地誌学概論Ａ

地誌学概論Ｂ

東洋史概説

地方自治論

哲学概論

統計学

東北アジア論

東南アジア論

途上国経済発展論

中東地域研究

日本の政治

ミクロ経済学

都市計画

都市地理学

国際機構論

地域分析基礎論

地球環境政策論

地区計画

余暇政策論

移民と多文化教育

西洋史概説

近現代中国論

経済学概論

情報ネットワーク概論

国際協力論

国際人権法

自然地理学

西洋現代思想

タイ都市社会論

地域社会論Ｉ

地域社会論Ⅱ

マクロ経済学

民法

国
際
社
会
学
科
選
択
科
目

※の科目は日本
語・日本文化研修
留学生及び短期留
学生のための授業
である

専
門
教
育
科
目

現代日本社会論

ヨーロッパ思想構造論

現代福祉事情

宇都宮大学－24
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際社会学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

0 40 0 8 7 2 0 0 兼3

3後 2 ○ 8 7 2 兼22

4通年 8 ○ 8 7 2 兼22

－ 10 0 0 8 7 2 0 0 兼44

－ 33 858 0 8 7 2 0 0 兼107合計（473科目） －

学位又は称号 　学士（国際学） 学位又は学科の分野 法学関係

演
習
及
び
実
験
・
実
習
科
目

環境と国際協力演習

行政学演習

近現代中国論演習

卒業研究準備演習

卒業研究

－

グローバル教育論演習

アジア比較地誌論演習

地域社会論Ⅱ演習

中東地域研究演習

東南アジア論実習

途上国経済発展論演習

情報ネットワーク実習

Seminar in Latin American Studies

小計（20科目）

民族誌学演習

移民と多文化教育演習

グローバル・ガバナンス論演習

多文化共生教育演習

国際関係論演習

小計（2科目） －

国際協力論実習

国際経済論演習

国際法演習

地域社会論Ⅰ実習
専
門
教
育
科
目

宇都宮大学－25



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 3 4 演習

－ 2 0 0 3 4 0 0 0

1前 2 ○ 兼5

1前 1 ○ 兼5

1後 2 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼5

2前後 1 ○ 1 1 1 兼1

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 1 2 兼1

2前 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 1 兼3

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

2前後 1 ○ 兼2

2前後 1 ○ 兼4

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 講義

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼6

1前 2 ○ 1 1 講義

1後 1 ○ 兼1 講義

－ 11 71 0 4 4 1 0 0 兼26

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 18 0 1 0 0 0 0 兼7

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際文化学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
盤
教
育
科
目

初
期

導
入

科
目

新入生セミナー

小計（１科目） －

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

Integrated English ⅠＡ

Integrated English ⅠＢ

Integrated English ⅡＡ

Advanced English Ⅰ(Presentation)

Advanced English Ⅰ(Discussion＆Debate)

Advanced English Ⅰ(Speech Clinic)

Advanced English Ⅰ(Vocabulary Building)

Advanced English Ⅰ(Communicative Grammar)

Advanced English Ⅰ(Media English)

Integrated English ⅡＢ

Advanced English Ⅰ(Intensive Reading)

Advanced English Ⅰ(Pleasure Reading)

Advanced English Ⅰ(Academic Writing)

Advanced English Ⅰ(Essay writing)

Advanced English Ⅰ(Public Speaking)

Honors English Ｃ

Honors English Ｄ

Honors English Ｅ

Honors English Ｆ

Honors English Ｇ

Honors English Ｈ

Advanced English Ⅰ(Cinema English)

Advanced English Ⅰ(TOEIC)

Advanced English Ⅰ(TOEFL)

Advanced English Ⅰ(EAP)

Honors English Ａ

Honors English Ｂ

Honors Camp Ａ

Honors Camp Ｂ

Honors Camp Ｃ

Honors Camp Ｄ

Overseas Study Ａ

留学期間によ
り単位認定

Overseas Study Ａ

Overseas Study Ａ

Overseas Study Ａ

Overseas Study Ｂ

留学期間によ
り単位認定

Overseas Study Ｂ

Overseas Study Ｂ

Overseas Study Ｂ

Overseas Study Ｃ

留学期間によ
り単位認定

Overseas Study Ｃ

Overseas Study Ｃ

Overseas Study Ｃ

留学期間によ
り単位認定

Overseas Study Ｄ

Overseas Study Ｄ

Overseas Study Ｄ

スポーツと健康

論理学

西洋の倫理思想

科学思想史

東アジアの宗教と文化

情報処理基礎

とちぎ終章学総論

小計（50科目） －

人
文
科
学
系
科
目

哲
学
領
域

哲学入門

西洋思想

現代思想

東洋思想

Overseas Study Ｄ

仏教における人間形成論

小計（9科目） －

宇都宮大学－26
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際文化学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2後 2 ○ 兼1

認知心理学入門 1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 22 0 1 0 0 0 0 兼9

1･2前後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 28 0 1 0 0 0 0 兼12

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同

－ 0 22 0 0 0 2 0 0 兼8

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 34 0 1 1 0 0 0 兼14

1･2前後 2 ○ 兼3

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1 演習

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 1 0 0 0 0 兼4

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 2 1 0 0 兼3

日本文学（古典）

－

子どもの言語とコミュニケーション入門

心理学と人権

学校臨床心理学

言語習得論

小計（11科目） －

基
盤
教
育
科
目

人
文
科
学
系
科
目

心
理
学
領
域

心理学

行動心理学入門

実験心理学入門

発達と学習の心理学

パーソナリティ心理学概論

障害者心理学

フランス文学

比較文学

ロシア文学

英文学入門

米文学入門

小計（14科目）

文
学
領
域

声のトレーニング

小計（17科目） －

芸
術
領
域

ヨーロッパ地域文化論

現代美学

小計（11科目）

国文学Ａ

国文学Ｂ

日本近代文学講読

日本の小説

日本の古典

中国文学

韓国文学

ドイツ文学

芸術学

芸術と自然

音楽通論

声楽の魅力

管打合奏演習

日本文化Ａ

日本文化Ｂ

美術表現基礎

近現代美術論

現代日本の政治と行政

グローバル・ガバナンス論入門

政治の世界

現代日本政治論

小計（7科目） －

－

人
文
総
合
領
域

多言語コミュニケーション学Ａ

多言語コミュニケーション学Ｂ

日本語の表記

日本語を文法的に考える

教育の裏側に光を当てる

生活美学

ものと文化と社会

映像分析の実践

世界のなかの日本文化

ボディ・ランゲージ

論理表現の技術

Japanese Communication Arts

ことばから見た人間

社会言語学概論－日本語の変遷－

生涯学習概論

成人教育と参加型学習

社
会
科
学
系
科
目

法
学
領
域

日本国憲法

法学入門

国際化と人権

知的財産権概論

法学概論

小計（5科目） －

政
治
学
領
域

国際政治史

戦争と平和をめぐる諸問題

現代政治の理論と実際

宇都宮大学－27
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際文化学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 1 0 0 0 0 兼7

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

－ 0 16 0 2 1 1 0 0 兼3

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 2 0 0 0 0 兼2

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼3

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ･共同

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2通 2 ○ 兼2

1･2後 2 ○ 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

－ 0 56 0 2 2 0 0 0 兼33

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼5

1･2前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼9

基
盤
教
育
科
目

社
会
科
学
系
科
目

経
済
学
領
域

経済学Ⅰ

経済分析入門

資本市場の役割と証券投資

資本論を読もう

応用経済学入門

オセアニア民族誌

文化人類学入門

環境と国際社会

多文化共生論入門

小計（8科目）

社会福祉入門

環境教育

地域環境社会学

災害復興学入門

グローバル化と外国人児童生徒教育

国際協力論入門

社
会
総
合
領
域

中東の社会と文化

社会開発入門

遊びの理論とゲーム開発

遊び論と遊び指導

－

数理経済学入門

ゲーム理論入門

農業経営入門

小計（8科目） －

社
会
学
領
域

社会学入門

応用社会学

現代日本の社会

マスコミ入門

－

歴
史
学
領
域

歴史学入門

歴史と民族

歴史と文化

地域の歴史

小計（4科目） －

地
理
学
領
域

人文地理学入門Ⅰ

人文地理学入門Ⅱ

農村空間論

地誌学

小計（4科目）

住まいづくり・まちづくり入門

オイコス入門

障害者問題入門

数や図形の絵本づくり

栃木県の歴史と文化

農業と文明

世界の農業

アフリカ学入門

中国事情

グローバル韓国学

科学・技術・教育・社会を考える

伝統染織と感性

著作権法入門

教科書に見る歴史と社会

人と自然の共生を考える

希望の地域社会論

地域振興と大学の役割

セクソロジー入門

小計（28科目） －

自
然
科
学
系
科
目

数
学
領
域

現代数学入門

電気電子数学入門

Mathematicaによる微積分入門

Mathematicaによるデータ解析入門

振動の科学

数学の世界

小計（6科目） －

物
理
学
領
域

教養物理

物理学入門

物理工学最前線

Mathematica入門

放射線科学入門

エレクトロニクス科学史

バイオミメティクス入門

小計（７科目） －
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際文化学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼8

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼8

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 1 0 0 0 0 兼7

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 6 0 0 0 0 0 0 兼3

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼7

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1 講義

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼2 共同・集中

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼7

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼2

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼2

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼2

1･2後 1 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼9

1･2前 2 ○ 2 兼2 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼3 共同・集中・講義

1･2通 1 ○ 兼2 共同・集中

1･2前 1 ○ 兼1 集中・講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

1･2前 4 ○ 兼4 共同

1･2後 2 ○ 兼1 集中

1･2後 2 ○ 兼2 共同・集中・演習

1･2後 2 ○ 兼2 共同

－

基
盤
教
育
科
目

自
然
科
学
系
科
目

化
学
領
域

地球環境と化学

環境と生物化学

不思議な化学

水素とエネルギー

ウイルスの世界と生物の世界

美味しさを科学する－ミシュランガイド宇都宮をつくろう－

人体の中の小宇宙

小計（8科目）

リメディアル化学

物質・材料の機器分析入門

微生物の化学

ノーベル化学賞周辺の化学

小計（8科目）

小計（8科目） －

地
学
領
域

地球環境と生物事件史

地震の科学と防災

身近な気象学

小計（3科目） －

－

情
報
科
学
領
域

Ｃ言語・プログラミング入門

プログラミング応用

グラフィックス入門

インターネットのしくみ

Ｗｅｂのしくみ

身のまわりのＩＣＴ

ワイヤレス通信のしくみ

医用画像工学入門

生
物
学
領
域

人間生活と植物

食料生産の生物学

21世紀を支える熱帯植物

野外における野生動物識別テクニックの基礎

基礎生物学

－

自
然
総
合
領
域

人間の感覚を測る

生物の多様性とは何か

雑草と人のくらし

雑草観察入門

雑草と里山のフィールド演習Ⅰ

雑草と里山のフィールド演習Ⅱ

創造ものづくり入門

小計（7科目）

健
康
科
学
領
域

肥満の科学

健康管理学概論

青年期の健康管理

健康のためなら死んでもいい！？

生活習慣と健康

バレーボールの科学

スポーツトレーニング論

小計（7科目）

タイ語基礎Ⅰ

タイ語基礎Ⅱ

朝鮮語基礎Ⅰ

朝鮮語基礎Ⅱ

小計（12科目） －

－

初
習
外
国
語
系
科
目

ドイツ語基礎Ⅰ

ドイツ語基礎Ⅱ

フランス語基礎Ⅰ

フランス語基礎Ⅱ

スペイン語基礎Ⅰ

スペイン語基礎Ⅱ

中国語基礎Ⅰ

中国語基礎Ⅱ

総
合
系
科
目

野外調査論

里山のサステイナビリティを考える

人と自然をつなぐ・人と人をつなぐＡ

人と自然をつなぐ・人と人をつなぐＢ

実践・宇都宮のまちづくり

一地方銀行の歴史に学ぶ“金融経済の仕組みと地域金融機関の役割り”

地域金融機関とともに「地方創生」を考える

危機を見つめる力

3.11と学問の不確かさ

食と生命のフィールド実践演習

ボランティアという生き方

男女共同参画社会を生きる

ものづくり体験

宇都宮大学－29
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際文化学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 兼1 集中

1･2後 1 ○ 兼1 集中

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1 講義

1･2前後 2 ○ 兼3 共同・講義

1･2後 1 ○ 兼1 講義

1･2前 2 ○ 兼1 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼1 共同・講義

1･2前 2 ○ 兼1 講義

－ 1 46 0 2 1 0 0 0 兼37

1･2･3･4前 2 ○ 兼3 共同

1･2･3･4後 2 ○ 兼3 共同

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2･3･4後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1 集中

－ 0 18 0 0 0 0 0 0 兼11

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼1

1･2･3･4前 3 ○ 兼1

1･2･3･4前 4 ○ 兼1

1･2･3･4前後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前後 2 ○ 兼1

1･2･3･4前後 3 ○ 兼1

1･2･3･4前後 4 ○ 兼1

－ 0 20 0 0 0 0 0 0 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 9 0 0 1 0 0 0 兼4

1･後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

1･2前 1 ○ 1

1･2後 1 ○ 1

1･2前 1 ○ 兼1

1･2後 1 ○ 兼1

－ 1 24 0 5 3 1 0 0 兼8

基
盤
教
育
科
目

総
合
系
科
目

宇大を学ぶ

栃木の里山に学ぶ（春夏編）

栃木の里山に学ぶ（秋冬編）

ワークショップで学ぶ「変わりゆく現代社会の中の私たち」

ワークショップで学ぶ「ボランティアと市民活動」

アクティブにとらえる現代社会

サイエンスコミュニケーション入門～理系と文系の壁を超えよう

地域メディア演習

とちぎ終章学特講

終章を支える社会資源

とちぎ終章学演習Ⅰ

とちぎ終章学演習Ⅱ

小計（25科目） －

基
盤
キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
創
造
科
目

人間と社会

キャリアデザイン

働くことの意味と実際

実践企業人材論

活動期間によ
り単位認定

課題発見・解決型インターンシップ

課題発見・解決型インターンシップ

課題発見・解決型インターンシップ

キャリア形成に資する活動

活動期間によ
り単位認定

起業の実際と理論

先輩に学ぶ

より良く生きる

企業のグローバル戦略とキャリア形成

グローバル時代の企業経営

小計（9科目）

留
学
生
日
本
語
科
目

アカデミック・ジャパニーズ

日本語アカデミック・リーディングⅠ

日本語アカデミック・ライティング

日本語アカデミック・リーディングⅡ

－

基
盤
キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

自
由
科
目

課題発見・解決型インターンシップ

日本語アカデミック・プレゼンテーション

科学技術のための専門日本語

人文社会系のための専門日本語

日本事情

小計（8科目） －

キャリア形成に資する活動

キャリア形成に資する活動

キャリア形成に資する活動

小計（8科目） －

スペイン語基礎Ⅲ

スペイン語基礎Ⅳ

スペイン語応用Ⅰ

スペイン語応用Ⅱ

中国語基礎Ⅲ

中国語基礎Ⅳ

専
門
導
入
科
目

国際英語コミュニケーション

ドイツ語基礎Ⅲ

ドイツ語基礎Ⅳ

ドイツ語応用Ⅰ

ドイツ語応用Ⅱ

フランス語基礎Ⅲ

フランス語基礎Ⅳ

フランス語応用Ⅰ

フランス語応用Ⅱ

朝鮮語基礎Ⅲ

朝鮮語基礎Ⅳ

朝鮮語応用Ⅰ

朝鮮語応用Ⅱ

小計（25科目） －

中国語応用Ⅰ

中国語応用Ⅱ

タイ語基礎Ⅲ

タイ語基礎Ⅳ

タイ語応用Ⅰ

タイ語応用Ⅱ

宇都宮大学－30
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際文化学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

－ 6 0 0 1 0 0 0 0 兼2

2後 2 ○ 2 2 兼4

1･2･3･4 2 ○ 3 兼1

2前 2 ○ 3 1 兼1

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1 兼1

2前 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

1･2･3･4 4 ○ 2 1

－ 2 88 0 6 4 1 0 0 兼14

2前 ※2 ○ 兼2

3後 ※2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

1後 ※2 ○ 1

1後 ※2 ○ 1

2前 ※2 ○ 1

2前 ※2 ○ 1

－ 0 8 0 2 1 1 0 0

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

International Communication Seminar

英語文章表現Ａ

英語文章表現Ｂ

時事英語

上級英語会話

Directed English Reading

ドイツ語講読Ａ

ドイツ語講読Ｂ

ドイツ語講読Ｃ

International Career Seminar

フランス語講読Ｄ

フランス語会話

フランス語文章表現

中国語講読Ａ

中国語講読Ｂ

中国語講読Ｃ

フランス語講読Ｃ

タイ語会話Ⅱ

タイ語文章表現

朝鮮語講読Ａ

タイ語講読Ｂ

タイ語会話Ｉ

ドイツ語講読Ｄ

情
報
科
目

情報処理

朝鮮語会話

朝鮮語文章表現

スペイン語講読Ａ

スペイン語講読Ｂ

スペイン語講読Ｃ

スペイン語講読Ｄ

専
門
外
国
語
科
目

学術英語講読

朝鮮語講読Ｂ

朝鮮語講読Ｃ

朝鮮語講読Ｄ

中国語講読Ｄ

中国語会話

中国語文章表現

タイ語講読Ａ

ドイツ語会話

ドイツ語文章表現

フランス語講読Ａ

フランス語講読Ｂ

データベース入門

小計（2科目）

国
際
文
化
学
科

基
礎
科
目

言語学

比較文化論

芸術文化論

文化人類学

小計（4科目）

学
部
基
礎
科
目

基
礎
科
目

異文化間コミュニケーション

国際関係論

地球市民社会論

小計（3科目）

－

－

－

－

スペイン語会話

スペイン語文章表現

外国語臨地演習

小計（44科目）

国際コミュニケーション論

自然地理学

西洋現代思想

国
際
文
化
学
科
選
択
科
目

イギリス文化論

ジェンダー論

アジア比較地誌論

アメリカ文学史

イギリス文学史

英語学特殊講義Ａ

英語学特殊講義Ｂ

環境と国際協力

対照言語学

都市地理学

専
門
教
育
科
目

Linguistic Typology andLanguage Communication

現代文化と哲学

言語と音声

宇都宮大学－31
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別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際文化学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼6

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2・3 2 ○ 兼1

2・3 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼3

1・2・3・4前後 2 ○ 兼3

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

－ 0 136 0 9 5 2 0 0 兼36

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼3

－ 0 12 0 0 0 0 0 0 兼6

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 　

3前 2 ○ 兼1

※の科目は日本
語・日本文化研修
留学生及び短期留
学生のための授業
である。

日本語論

日本文化論(歳時編)

日本文化論(文学編)

ヨーロッパ思想構造論

対人コミュニケーション論

地球環境政策論

中国文化論

哲学概論

ドイツ文化論

ドイツ学―文芸と社会

西洋史概説

アメリカ文化論

韓国文化論

キリスト教文化論

情報ネットワーク概論

身体表現論

日本語史

表象文化論

フランス文化論

翻訳文学論

民族誌学

英語圏文化論

統計学

東西比較文化論

日欧比較文学論

日本語教育Ⅰ

日本語教育Ⅱ

日本語教育方法論

日本思想史

比較児童文学論

グローバル化と外国人児童生徒教育

人口地理学

比較思想論

日本史概説Ａ

日本史概説Ｂ

アジア近現代思想論

言語と認知科学

地誌学概論Ａ

地誌学概論Ｂ

イギリス文化論演習

韓国文化論演習

言語学演習

国際英語コミュニケーション演習

対人コミュニケーション論実験

中国文化論演習

ドイツ文化論演習

全
学
開
講
科
目

International Political Economics

Global Management

Globalization and Society

Risk Management

Intercultural Education

国際インターンシップ

小計（6科目）

日本文化論演習

日本語教育Ⅰ演習

演
習
及
び
実
験
・
実
習
科
目

アメリカ文化論演習

専
門
教
育
科
目

国
際
文
化
学
科
選
択
科
目

日韓文化交流史

国際キャリア実習

外国語特別講義Ⅰ(ポルトガル語)

外国語特別講義Ⅱ(ポルトガル語)

外国語特別講義Ⅲ(ロシア語)

外国語特別講義Ⅳ(ロシア語)

小計（68科目）

ヨーロッパの歴史と文化

Introduction to LatinAmerican Studies

Latin American Politics and Society

※現代日本語Ⅰ

※現代日本語Ⅱ

国際キャリア開発

東洋史概説

－

－

日欧比較文学論演習

日本語論演習
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要 ( 事 前 伺 い ）
【既設】国際学部国際文化学科

科目
区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 9 5 2 0 0 兼4

3後 2 ○ 9 5 2 兼22

4通年 8 ○ 9 5 2 兼22

－ 10 0 0 9 5 2 0 0 兼44

－ 33 850 0 9 5 2 0 0 兼108

専
門
教
育
科
目

演
習
及
び
実
験
・
実
習
科
目

日本語教育Ⅱ演習

日本語教育方法論演習

日本語教育特別演習

比較文化論演習

－

合計（469科目） －

学位又は称号 　学士（国際学） 学位又は学科の分野 文学関係

小計（22科目）

卒業研究準備演習

卒業研究

小計（2科目） －

表象文化論演習

フランス文化論演習

翻訳文学論演習

民族誌学演習

アメリカ文学演習

イギリス文学演習
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